
 

 

空隙率 粗骨材最大 SP
(%) 寸法(mm) Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ 繊維 (%)

0.6 5 85～95 355～329 1403 －
0.6 5 85～90 354～328 1401 1
0.45 13 75～85 237～211 1566 －
0.45 13 75～85 236～210 1564 1

1

単位量(kg/m3)
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車道用ポーラスコンクリートのコンシステンシーと透水係数、曲げ強度の関係 
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１．１．１．１．    まえがきまえがきまえがきまえがき    

 車道用ポーラスコンクリートの透水係数および曲げ強度は、0.01cm/sec および 4.5Ｎ/mm２程度以上要求さ

れる。このような品質と施工性を満足する配合を得るためには、コンシステンシー試験方法を定める必要が

ある。本研究では、骨材最大寸法 5および 13mm、繊維を混入した場合としない場合におけるコンシステンシ

ーをＶＣ振動締固め試験機を用いた沈下時間で判定し、これが透水係数および曲げ強度に及ぼす影響につい

て検討した。 

 

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要 

 普通ポルトランドセメント、砕石および混

合砂を使用した。高性能ＡＥ減水剤（主成分：

ポリカルボン酸エーテル系の複合体）、ポリプ

ロピレン繊維を使用した。配合を表－１に示す。ＶＣ振動締固め試験機を用いてコンシステンシー試験を行

った。試験に際し、φ24×22cm の容器に試料の厚さが 14.5cm となった時に目標空隙率（15%）となるように

計量された試料を入れ、目盛り付き棒の付いたプラスチック板を置きその上に 10kg のおもりを載せ、振動数

40Hz で振動締固めを行った。振動締固めによって、試料の厚さが 14.5cm となることを目盛り付き棒の目盛

の読みで目視確認し、それまでの振動時間を沈下時間としてコンシステンシーを判定した。 

 コンシステンシー試験を行った後、供試体の製造を行った。曲げ強度試験用の 10×10×40cm 角柱供試体と

透水係数測定用のφ10×20cm 円柱供試体を製造した。型枠高さまで試料を充填したとき空隙率が 15%となる

ように試料を計量し、そして型枠に入れて、コンクリート表面に鋼板を置いてその上からタンパ（振動数

50Hz）を用いて締固めを行い、締固めに要する時間を計測した。材令 28 日まで水中養生を行った後、曲げ強

度試験を行った。また、透水係数を測定するため定水位透水試験を行った。 

    

３．実験結果３．実験結果３．実験結果３．実験結果 

 表－２にコンシステンシー試験結果のバラツキを示す。表

中①および②は異なる配合のコンクリートについて 43 回試

験して沈下時間を求めたときの空隙率と目盛付き棒の目盛の

読みの変動係数を示す。また、③は沈下時間 20 秒のコンクリートを試験日を変えて３回測定したときの沈下

時間の変動係数を示す。変動係数はいずれも 10％未満であり、試験方法として、再現性を有すると考えられ

る。図－１に沈下時間と角柱供試体の締固め時間の関係を示す。沈下時間の増加に伴って、目標空隙率（15％）

とするまでの表面振動機による締固め時間の増加傾向が認められる。これらの結果より、沈下時間の測定は、

所要の品質と施工性を満足する配合を得るためのコンシステンシー試験と成り得ると考えられる。 

 図－２に単位水量と沈下時間の関係を示す。単位水量の増加に伴い沈下時間は減少傾向を示し、繊維混入

の方が沈下時間は大きくなる傾向が認められる。骨材最大寸法 13mmの繊維無混入で、単位水量の増加によ 
 

目標値 平均 変動係数
① 空隙率 15% 16.1% 4.6%
② 目盛り読み 30mm 29mm 4.2%
③ 沈下時間 20秒 20.6秒 8.6%

表－１表－１表－１表－１    配合表配合表配合表配合表 

表－２表－２表－２表－２    コンシステンシー試験結果のバラツキコンシステンシー試験結果のバラツキコンシステンシー試験結果のバラツキコンシステンシー試験結果のバラツキ 

キ－ワード：ＶＣ振動締固め試験、沈下時間、単位水量、繊維 
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り沈下時間が増加傾向を示したものは、モルタル成分の振動による流動

性の増加により下層に急激に流下し、粗骨材が上層でかみ合いを生じて

沈下しにくくなったことによると判断される。  
 図－３に沈下時間と透水係数の関係を示す。骨材最大寸法 5 および 

13mm とも繊維無混入の場合、最初に沈下時間の増加に伴い、透水係数は  

増加傾向を示し、その後、減少する。沈下時間が小さいものは、透水係   

数測定用供試体製造時にモルタル成分の下層への流下が生じたこと、ま             

た、沈下時間が大きい時、供試体製造時にタンパーで長く締固めるため、 

打込み面となる供試体上部表面の空隙

の目詰まりが生じたことにより透水し

にくくなったものと考えられる。繊維

混入の場合は、繊維がモルタル成分の

下層への流下を抑制するため沈下時間

が小さくても透水係数が減少しなかっ

たと考えられる。骨材寸法 13mm の方が

透水係数は大きくなった。透水係数が

最大となる沈下時間は約 20～40 秒の

範囲であった。 

 図－４に沈下時間と曲げ強度の関係

を示す。 骨材最大寸法 5および 13mm               

とも沈下時間が大きくなるに伴って、

曲げ強度が低下する傾向にあり、繊維                            

混入によって曲げ強度は増加する傾向

が認められる。いずれの場合も、目標

曲げ強度 4.5Ｎ/mm2 以上を満足してい

るが安全率を考慮して 5.0Ｎ/mm2を期 

待し、透水係数の大きさを考慮するな

らば沈下時間が 20～40 秒の範囲が適                          

当と判断された。 

    

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ                                                                                                                                                                                    

（１）ポーラスコンクリートのコン 

      システンシーをＶＣ振動締固 

      め試験よる沈下時間で測定す 

      ることが可能であり、空隙率および沈下時間のバラツキは変動係数 10％以内であった。 

（２）単位水量の増加に伴い、沈下時間は減少するが、繊維無混入の場合、モルタル成分の流下により増加 

   する場合が認められた。 

（３）沈下時間が 20～40 秒の範囲の配合のとき透水係数が最大となり、13mm の方が大きくなった。 

（４）繊維混入によって、曲げ強度は増加したが、繊維の有無に関わらず、沈下時間の増加によって、曲げ 

   強度は減少した。 
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骨材最大寸法5mm
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図－１図－１図－１図－１    沈下時間と角柱供試体の締固め沈下時間と角柱供試体の締固め沈下時間と角柱供試体の締固め沈下時間と角柱供試体の締固め  

時間の関係時間の関係時間の関係時間の関係 

図－２図－２図－２図－２    単位水量と沈下時間の関係単位水量と沈下時間の関係単位水量と沈下時間の関係単位水量と沈下時間の関係 

図－３図－３図－３図－３    沈下時間と透水係数の関係沈下時間と透水係数の関係沈下時間と透水係数の関係沈下時間と透水係数の関係 

図－４図－４図－４図－４    沈下時間と曲げ強度の関係沈下時間と曲げ強度の関係沈下時間と曲げ強度の関係沈下時間と曲げ強度の関係 

【参考文献】加賀谷 誠、西原康夫、小関裕二、車道用ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ路盤、土木学会第 55 回年次学術講演会、第 5 部、pp.490-491 

-195- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

V-097


